
国際私法学会理事会議事録

日 時:20“年1月 26日 提案・同年1月 28日 決定
方 法 :電子メール(会則上この方法による理事会開催の規定はないが、「理事長が決議対象事
項の提案を全ての理事及び監事に通知し、その事項について議決に加わることのできる理事全
員が賛成し、かつ、監事が異議を述べない場合には、その事項は理事会において可決されたも
のとみなす。」というルールの下で行われれ )
発信先 :理事長から下記の理事・監事計18名宛
凄 嬌(1銘 )

青木清、岡野祐子、奥田安弘、神前禎、国友明彦、河野俊行、佐野寛、櫻田嘉章、佐
藤やよひ、出口耕自、道垣内正人、中野俊―郎、野村美明、刊 |1興一郎、山内惟介、
横山潤

監事 (2銘 )

高杉直、中西康

議事記録係 :道垣内正人

議事録署名人:神前禎

攀 :

下記の議題 1及び2につき理事長から提案があり、理事全員の賛成、監事からの異議なしで
あつたので、原案通り決定された

議題 1:『国際私法年報』の電子カ ーナル化に関連する著作権処理として下記(1)から{3)の
通り処理する。

(1)9号以前の執筆者に対して、著作権規程 2条に基づく「利用許諾Jを得る。
(2)10号～12号の執筆者に対して、譲渡して頂いた著作権を返上し、改めて著作権規
程 2条に基づく「利用許諾」を嬌 る作業を行う。

13)■3号および 14号の執筆者に対しても、同様の「利用許諾」をもらう作業を行う。

参考:国際私法学会著作権規定 2条 :

「著作者は、本学会に対し、学会活動の目的の範囲内で、あらゆる態様で論文等を非独
占的に利用することを許諾する。
2著作者は、本学会が前項の目的の範囲内で第二者に対し再許諾することを承諾する。
3.本条に基づく利用の許諾および再許諾の著作者への対価は、第二者が再許諾の対価を
支払ったときを除き、無償とする。」

議題 2:メ汚 ィ・カディル氏{東京大学大学院法学政治学研究科博士課程在学)の入会を承
認する。

以上の理事会議事録につき、相違ありませれ

′

(国際私法学会理事)

(国際私法学会理事)

議事録署名人: 沖 前 液


